
島 根 県 消 防 学 校 だ よ り v o l .３  
初任教育第５３期『卒業式』 

９月２６日（木）真っ青な秋空のもと 初任教育第５

３期生（前期４３名）の卒業式を、多くの消防関係者

や家族が見守る中、盛大に挙行致しました。屋内の式

典に先立ち、９時から「卒業展示」で、訓練礼式～救

助訓練～ポンプ操法～消防演習をそれぞれ順次展示

しました。６ヶ月間の集大成を披露する場とあって、

学生の緊張もＭＡＸ状態ではありましたが、キビキビ

とした元気いっぱいの動きに、見学者の方々から盛大

な拍手を頂きました。その後、屋内訓練場において「卒

業式典」を行いました。以前は講堂で行っていました

が、出来るだけ多くの方に見て頂こうということで、

急きょ会場を屋内訓練場に変更いたしました。そのか

いあって、２００席用意した家族席はほぼ満席状態。

本当にたくさんの方々に来て頂きました。校長から一

人ひとりに卒業証書が手渡され、来賓の島根県知事

（代理、山口消防総務課長）と石飛島根県消防長会長

（松江市消防長）から、お祝いの言葉を頂き、厳粛に

式典を終えました。 
 ～卒業展示～   

訓練礼式は、通常点検～中隊訓練 停止間の動作～小隊訓練 行進間の動作～

分列行進を行いました。初任科生らしい元気な動きの中にも、消防士として

のキビキビとした節度ある行動に心がけ、４３名の足音が一つになりました。 

救助訓練は、主塔と副塔をフルに使い「登る」・「渡る」・「降りる」の１２種

類の基本手技を披露しました。スピードよりも確実性を重視し、ぎこちない

ところもありましたが、全員でトライし無事にやり遂げました。 

ポンプ操法は、「小型ポンプ操法」を２班が披露しました。県大会さながら

の切れとスピードのある動きで、練習のとき以上にすばやく火点的を倒すこ

とができました。 

消防演習は、防火衣と呼吸器を着装して車両に乗車し、サイレンを鳴らしな

がらの緊急走行。現場のような緊迫した状況を設定し、スタートしました。

初めに検索救助・援護注水の展示を行い、次に主塔と副塔を使っての火災想

定訓練を行いました。途中に「応急はしご救出」や「抱え救出」を盛り込み、

最後は７線一斉放水で演習の幕を閉じました。 
 ～屋内式典～       屋内訓練場で行われた式典では、渡部校

長から「外には謙虚な気持ちを持ち、内に

は自信と誇りを持て」と「不撓不屈の精神

で何事にも正面からぶつかれ」の二点につ 

いて式辞がありました。また、卒業生を代表して総代 池西雄一（出雲消

防）が謝辞で、津和野町の豪雨災害でボランティアに参加したことにふ

れ「人のために行動する尊さを学んだ」と６ヶ月を振り返りました。優

秀賞は、西本拓磨（江津消防）、葉末真広（大田消防）、長瀬大輔（出雲

消防）、山川遼（松江消防）の４人が受賞しました。 



 救急科第１５期 入校式  
９月３０日（月）消防職員専科教育「救急科 第１５期」の入校式

を行いました。先週 初任科を卒業したばかりの４３名と松江市消防

本部の初任科後期８名、第八管区海上保安本部職員１名の計５２名

で、１１月２５日までの約２ヶ月間の日程で救急隊員としての基礎

教育を受けます。時代は今、救急需要の増大と救急の高度化が進展。

職員には、基本的な正しい医学知識と、現場で的確に対応できる救

急スキルが求められています。 

総代に葉末真広（大田消防）、副総代に山川遼（松江消防）、八原涼

（隠岐消防）が、それぞれ任命されました。 
 

  ～暑さにも負けずやり遂げました！～  

   ９月１３日（金）、卒業前の恒例行事「宍道湖１周 スーパー体力練成！」

を行いました。午前 6 時に 2 班に分かれてスタートし、午後１時頃のゴ

ールを目指しました。当日の最高気温は、平年よりも 5.3 度も高い 32.6

度のうだるような猛暑。そのためか思うようにスピードも上がらず、また

仲間のペースに合わせるため疲れは２倍増し。ゴール後のバーベキューだ

けを楽しみに、仲間の背中をひたすら追いかけ、午後２時過ぎには無事全

員完走しました。       

                        津和野町へ  

８月７日（水）、７月末に起きた津和野町での土砂災害の「災害

ボランティア」に行き、民家に流れ込んだ土砂の除去や壊れた家具･

畳の撤去などを行いました。被災地に実際に行き、自分の目で見る

こと、そして地域の人と協力して働くことは、なかなか経験できる

ことではないと思います。「被災された人たちのために、自分たち

が今出来ることをする。させていただく。」という貴重な機会を得

たことは、今後の消防で活動していく上で大きな財産になりました。 

 

 
消防学校の校舎も建設から２５年が経過し、外壁・屋根などに損傷が発生してい

ることから、管理棟・寮棟・屋内訓練場の補修工事を行います。１１月ごろから２

月末まで、建物の外回りに足場を組み工事を致しますので、出入り口や駐車スペー

スにおいて、一部使用制限します。ご不便をおかけしますが、ご協力よろしくお願

いします。 
 

 

編集後記（事務局より） 

第５３期初任科生４３名（前期）は、所定のカリキュラムに基づく厳しい訓練と知識の習得を経て、この

たび全員卒業の日を迎えました。思い返せば、夏は熱中症になる学生が続出するなど、自分の体力の限界を

知ることも訓練の一環でした。学生たちの「不撓不屈」の精神を垣間見た思いがします。卒業は万感の思い

でありましょう。ひとまわり大きくなった学生たちを見て、こちらも目頭が熱くなってきました。 

卒業で自信を付けた学生たちの今後の益々の発展と、第１５期救急科学生たちの今後の実り多き教育を切望

する次第です。 
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